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　今回調査した楽浪漆器は計 7 点で、勺 1 点、筒











耳杯 (K43(2-1)) 内 伝平壌出土
耳杯 (K43(2-2)) 内 , 外 伝平壌出土
耳杯 (M573)( 訳 1 内 伝平壌出土
勺 (K48(2-2)) 内 , 外 南井里 116 号墳 ( 訳 2 出土
奩 (K224) 内 , 外 貞梧里 127 号墳出土
皿 (K256) 内側縁部 貞梧里 127 号墳出土
盤 (K326) 外 , 縁部 貞梧里 19 号墳出土
表 1　調査対象となった漆器の名称と出土地
写真 2　耳杯 (K43-(2-1))
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　透過光顕微鏡で黒く見える部分が偏光顕微鏡では
若干褐色に見え、EDS 分析をした結果、銀 (Hg) と
カルシウム (Ca) 成分が検出された ( 写真 9 の矢印




鉄 (Fe)、アルミニウム (Al) などで、土粉を使用し
たものと考えられる。特異な点は、骨とほぼ同じに

























成された層がある ( 写真 10)。
写真 8　耳杯 (K43(2-1)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 9　耳杯 (K43(2-1)) 内面から採取した
漆の偏光顕微鏡写真
写真 10　耳杯 (K43(2-1)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
図 1　耳杯 (K43(2-1)) の SEM-EDS 分析の結果
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から上記耳杯 (K43(2-1)) で観察された有機物と推
定される黒い粒子も観察された ( 写真 12 の矢印部
分 )。外面の漆片の特異な点は、顕微鏡観察時に異








察された ( 写真 15)。3.1. と 3.2. の耳杯と同様に、
下地層の顕微鏡観察では異なってみえる 3 部分が
分析の結果骨粉と判明し ( 写真 14 の矢印部分 , 図
図 2　耳杯 (M563) の SEM-EDS 分析の結果
(青 :Ca, 赤 :Hg, 緑 :Si)
写真 11　耳杯 (K43(2-2)) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 12　耳杯 (K43(2-2)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 13　耳杯 (K43(2-2)) 内面から採取した漆の顕
微鏡写真
写真 14　耳杯 (M573) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 15　耳杯 (M573) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
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2)、また有機物と推定される黒い粒子がみられた





と酸素 (O) が主成分の黒色層が観察され ( 写真 18
の矢印部分 , 図 3)、これは赤色系統の顔料である鉛
丹などを使用したものと考えられる。また黒色層下
と内面の朱漆層下でも顆粒状の粒子が少量ではある







写真 16　勺 (K48(2-2)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 17　勺 (K48(2-2)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 18　勺 (K48(2-2)) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 19　勺 (K48(2-2)) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
図 3　勺 (K48(2-2)) の SEM-EDS 分析の結果
(写真 18 に矢印で示された部分 )
木材組織が観察され ( 写真 23)、木粉で構成された
層と偏光顕微鏡の下で明るく見える木粉と鉱物層
で構成された層の 2 層で構成されていた ( 写真 20
～ 22)。内面の上部漆は辰砂を包含する朱漆層で、
外面の漆層上部に文様を描く際にできたものとみ
られる朱漆層が確認された ( 写真 22 の矢印部分 )。
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写真 20　奩 (K224) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 21　奩 (K224) 内面から採取した
漆の偏光顕微鏡写真
うに燐 (P) とカルシウム (Ca) で構成されていたが、
鉄 (Fe) の比率が明るいところが相対的に高かった
( 写真 25 ↓の↑部分 , 図 5, 6)。血液の骨組織内沈
着などと関連があるものと考えられる。
　特異な点は、漆層最上部の顕微鏡で黒く見える
部分から銀 (Ag) と硫黄 (S) が検出されたことで ( 写
写真 22　奩 (K224) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 23　奩 (K224) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 24　皿 (K256) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 25　皿 (K256) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
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図 6　皿 (K256) の SEM-EDS 分析の結果







写真 26　盤 (K326) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 27　盤 (K326) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 28　盤 (K326) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
図 4　皿 (K256) の SEM-EDS 分析の結果
(写真 24 に矢印で示された部分 )
図 5　皿 (K256) の SEM-EDS 分析の結果
(写真 25 に矢印↓で示された部分 )
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も観察された ( 写真 27 の矢印部分 )。また別の形
態の骨粉粒子も見られた ( 写真 28 の矢印部分 )。
Ⅳ .おわりに
　調査された漆器は全て木材が素地である木心漆器



























訳 1) 表 1 と写真 3 では遺物番号が「572」となっている。
本文ならびにその他図では「573」とあり、後者が正
しいため訂正した。
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Abstract　The lacquer ware objects of NangNang were 
treated for conservation and seven of them were studied 
on the manufacturing technic. When we examined them 
using microscopes and an SEM-EDS analysis, the lacquer 
layer was proved to consist of two parts: the ground 
and the upper lacquer. The ground coating was made 
of several mixed materials such as powdered bone and 
minerals. Many forms of powdered bone were observed. 
We could find out that HgS, PbO and AgS were used as 
pigments. We could also find out a specific process and 
materials were used for those objects, although we could 
not say definitely what they were because the number of 
the sample was not big enough.
